
 
プログラム開発事業 

海の冒険シリーズ③ キッズ海のたんけんたい 同窓会 

１．参加者 

募集人数 応募者数 参加決定数 参加者数 

－ ４１ ４１ 
３５（福井県 25、滋賀県 4、大阪府 3、岐阜県 2、奈

良県 1）  キャンセル６ 

 

２．事業内容（概要） 
◆ねらい 

 ・平成２４年度教育事業の「海の冒険シリーズ① キッズ海のたんけんたい」の参加者が再び

一堂に会し，共に活動することを通して当時の学びを再確認し，さらなる交流を深める。 

 ・保護者会を開催し，事業前後の子どもたちの様子を交流しあうとともに，今後の事業展開の

参考とする。 

 ・ボランティアリーダーが事業を企画・運営することにより，実践力を高める。 

 

◆期日・期間 

２０１２年１２月８日（土）～ ２０１２年１２月９日（日）  １泊２日 

 

◆後援・協力団体 

 なし 

 

◆参加者分析 

 ・海の冒険シリーズ①の参加者２４名中、２０名の参加があった。事情があり，不参加の者も，

参加希望は強かった。 

 ・家族ぐるみで参加した家庭もあり，当施設事業への関心の高さがうかがえる。 

 

◆ 企画のポイント 
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・夏の事業後に「同窓会」という形式で再度集まる機会をもうけて，参加者の成長や参加者同

士の交流を深めることを主眼とした。また，保護者が参加し，家庭での参加者の変容や保護

者の意見を聞くことで、事業の効果を客観的に追跡することを企図した。 

 

◆運営のポイント 

・同窓会は１２月実施なので、夏の事業をふり返るような水辺活動が実施できないため、海に

ちなんだクラフト作成や、夏の事業で用いた同一アイテムを活用することで、事業当時のふ
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り返りが行えるようにした。 

・保護者会を設定することで保護者方の意見を聞き、参加者の成長を捉えるようにした。また、

保護者同士の交流の場も設定し、子育ての情報交換が出来るようにした。 

・ボランティアリーダー主体の時間帯をもうけ、リーダーの実践力の向上を図った。 

 

◆安全管理のポイント 

・活動の際には，班に複数のボランティアリーダーを配置し、参加者の指導に当たった。 

・夏の事業時と同一班、同一メンバーでの構成を行い、参加者がスムーズに活動できるように

配慮した。 

 ・参加者が小学校低学年ということを考慮し、活動内容、使用物品を厳選し安全に配慮した。 

 

３．アンケート結果 
（１）アンケート 

参加者 ４ ３ ２ １ 

事業全体をとおしてどうでしたか ８８％ ６％ ６％ ０％ 

この事業のプログラムはどうでしたか ８２％ １５％ ３％ ０％ 

この事業の運営はどうでしたか ６５％ ３２％ ０％ ３％ 
                                   ４満足 ３やや満足 ２やや不満 １不満 
（２）参加者の声 

（子どもの感想より） 

・友だちともっとなかよくなれてよかった。 

・新しい友だちができたり、いろんなものをつくったからたのしかった。 

（保護者の感想より） 

・自立の助けになるよいベントだと感じました。 

・一緒に参加したが、親に頼ることがなく自分で行動していてとても楽しそうでした。 

・親も子も○○ちゃんのお母さんという縛りのない中で活動でき、とてもためになった。    

・親同士も初めてなのにいろんなことをお話しできて自分自身も楽しい時間を過ごすことが出

来た。 

・自分の子どもも将来、ボランティアスタッフとしてお手伝いが出来ればいいなと思いました。 

 

 

４．成果と課題 
（１）成果 

・昨年度の課題をうけて、内容を精選しゆとりを持った構成としたことは参加者から好評であ

った。 

・はじまり式直後に思い出ビデオの上映、海の生き物の折り紙活動、夜の宝探しでの「海のほ

んぶからの指令書」と夏の活動とのつながりを意識したアクティビティを実施することで、

スムーズに旧交を温め、全員が溶け込める雰囲気を上手く醸成することができた。 

・保護者会の場で夏の事業後の変容を詳細に掴むことができ、また今後の事業展開に参考とな

る有益な情報も多々得ることができた。         

 

（２）課題 

・親の活動、子供の活動、親子で同時に行う活動をさらに明確に分けることで、保護者、子

供それぞれにメリハリのある活動プログラムとなる。 

・多忙な１２月を避けて欲しいという要望が保護者からあった。 

・夏の事業に参加したボランティアリーダーの出欠が本事業の展開に大きく作用する。 
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５．活動の様子 

 


